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事 業 名 新規就農者研修 入門コース（野菜）

実施 主体 岩手県立農業大学校 研修科(℡0197-43-2211)

対 象 者 ・
支援 内容

１ 対象者
就農希望者で令和５年４月１日現在で70歳以下の者

２ 支援内容
⑴ 目的

農業に関する基礎知識を学びながら、野菜栽培の実習を通じた研修を行い､就農に役立てることを
目的とします。

⑵ 内容
① 講義【指定の土曜日（全10回）】10時～11時30分

座学及び演習を通じて、野菜栽培で農業を始める上で必要な基礎知識を学びます。
② 実習【毎週土曜日（全25回）】13時～15時30分（7/15～8/5は10時～12時30分）

栽培管理作業（畑の準備、播種、定植、支柱立て、整枝、除草、病害虫防除、収穫など）
を通じて、栽培の基礎を学びます。

⑶ 場所
岩手県立農業大学校

⑷ 実施時期
令和５年５月６日（土）～10月21日（土）

⑸ 募集定員
80名

⑹ 募集期間
令和５年２月１日（水）～３月24日（金） ※令和５年度の募集は終了しています

⑺ 経費
15,000円（傷害保険、教材、実習経費）

３ 県段階の支援情報 岩 手 県 立 農 業 大 学 校

事 業 名 新規就農者研修 入門コース（花き）

実施 主体 岩手県立農業大学校（研修科） (℡0197-43-2107)

対 象 者 ・
支援 内容

１ 対象者
就農希望者

２ 支援内容
⑴ 目的

農業に関する基礎知識を学びながら、花き栽培の実習を通じた研修を行い､就農に役立てることを
目的とします。

⑵ 内容
① 講義【指定の月曜日（全10回）】10時～11時30分

座学及び演習を通じて、花き栽培で農業を始める上で必要な基礎知識を学びます。
② 実習【指定の月曜日（全20回）】13時～15時30分

栽培管理作業（畑の準備、定植、整枝、除草、病害虫防除、収穫など）を通じて、花き栽培の基礎
を学びます。

⑶ 場所
岩手県立農業大学校（岩手県立花きセンター）

⑷ 実施時期
令和５年５月１日（月）～10月23日（月）

⑸ 募集定員
５名

⑹ 募集期間
令和５年２月１日（水）～２月28日（火） ※令和５年度の募集は終了しています

⑺ 経費
10,000円（傷害保険、教材、実習経費）
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３ 県段階の支援情報 岩 手 県 立 農 業 大 学 校

事 業 名 新規就農者研修 基礎コース（就農後クラス）

実施 主体 岩手県立農業大学校 研修科(℡0197-43-2211)

対 象 者 ・
支援 内容

１ 対象者
就農後３年目程度までの者

２ 支援内容
⑴ 目的

基礎的知識や技術の習得、営農上の諸課題解決能力の向上を目的とします。
⑵ 内容

就農前クラスと同内容に加え、選択科目があります。
⑶ 場所

岩手県立農業大学校、県内経営事例研修先
⑷ 実施時期

令和５年４月～令和６年２月
⑸ 募集定員

５名（稲作、野菜、果樹、花き、畜産の各専門１名程度）
⑹ 募集期間

令和５年２月６日（月）～３月３日（金） ※令和５年度の募集は終了しています
⑺ 経費

宿泊、食事、教材として以下の経費が必要です。
① 宿泊で研修する場合：80,000円
② 日帰りで研修する場合：30,000円

事 業 名 新規就農者研修 基礎コース（就農前クラス）

実施 主体 岩手県立農業大学校 研修科(℡0197-43-2211)

対 象 者 ・
支援 内容

１ 対象者
２年以内に就農予定の者

２ 支援内容
⑴ 目的

就農に必要な基礎的知識や技術の習得、各自が志す営農上の諸課題を主体的に解決できる
能力の向上を目的とします。

⑵ 内容
① 講義

専門別講義（稲作、野菜、果樹、花き、畜産）と共通講義を行います。
② 演習・実習

・研修者の経営目標の達成に向けて課題を設定し、解決に向けた演習などを行います。
・農業機械操作などの実習を行います。
・営農に必要な知識や技術を学びます。

③ 経営事例研修
県内の新規就農者や先進農家を訪問し、経営事例を研修します。

⑶ 場所
岩手県立農業大学校、県内経営事例研修先

⑷ 実施時期
令和５年４月～令和６年２月

⑸ 募集定員
20名（稲作、野菜、果樹、花き、畜産の各専門４名程度）

⑹ 募集期間
令和５年２月６日（月）～３月３日（金） ※令和５年度の募集は終了しています

⑺ 経費
宿泊、食事、教材として以下の経費が必要です。

① 宿泊で研修する場合：80,000円
② 日帰りで研修する場合：30,000円
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事 業 名 公開セミナー

実施 主体 岩手県立農業大学校 研修科(℡0197-43-2211)

対 象 者 ・
支援 内容

農業者のニーズに合わせて受講できる各種公開セミナーを、下記の時期に予定しています。
順次募集を開始しますので、詳細は、当校ホームページをご確認ください。

１ 労務管理（開催予定時期：９月）
労働基準法や労働安全衛生法に対する理解を深めるとともに、労働者が安心して働くために使用者

が守らなければならない労務管理のルールなどの講義を行います。

２ ６次産業化（開催予定時期：９月）
商品開発のポイント、販路開拓・ブランド化の手法及び食品表示制度、食品衛生管理・施設管理の

基礎知識を講義により習得します。

３ ＧＡＰ（開催予定時期：９月）
これからＧＡＰ（農業生産工程管理）に取り組もうとする新規就農者などを対象に、認証に向けた

基礎的な知識を習得します。

４ 財務分析（開催予定時期：１１月）
自己の経営を検証し今後の経営の発展を図るため、財務分析に必要な基礎知識・手法などの

講義・演習を行います。

５ 農業関連税務（開催予定時期：１１月）
農業に関する各種税金の概要、青色申告のあらまし、専従者給与、消費税の扱い及び決算書、

申告書の書き方に係る基礎知識の講義を行います。

６ 元気の出る農業（開催予定時期：１１月）
農業分野で活躍している経営者などを招き、農業や農政の現状と課題について学習するとともに、

今後の地域農業や農村振興について理解を深めます。

７ 農業簿記（開催予定時期：１２月）
複式簿記の基礎的知識とパソコン簿記の講義・演習を行います。

８ スマート農業（開催予定時期：未定）
講義により、農業分野におけるロボット技術及び情報通信技術（ＩＣＴ）の基礎知識を習得するとともに、

デモンストレーションにより自動操舵システム、ドローンの基本操作を体験します。

３ 県段階の支援情報 岩 手 県 立 農 業 大 学 校
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事 業 名 本科

実施 主体 岩手県立農業大学校 教務担当 (℡0197-43-2211)

対 象 者 ・
支援 内容

１ 対象者
高等学校若しくは中等教育学校を卒業又は卒業見込みの者、又はこれと同等以上の学力があると知

事が認めた者
２ 支援内容
⑴ 目的

農業技術革新・国際化の進展等、経営環境の変化に対応した地域農業の担い手を育成します。
⑵ 募集定員
① 農産園芸学科 定員50名

・ 農産経営科(水稲、小麦、大豆等)
・ 野菜経営科(トマト、ピーマン、ナス、きゅうり、ホウレンソウ等)
・ 花き経営科(りんどう、トルコギキョウ、シクラメン等) 
・ 果樹経営科(りんご、ぶどう、なし、ブルーベリー等)

② 畜産学科 定員20名
・ 酪農経営科(乳用牛)
・ 肉畜経営科(肉用牛)

⑶ 入学募集(令和５年度分)
① 推薦入学試験

・ 学科別定員の70％程度
・ 出願期間 ： 令和５年９月４日～９月22日
・ 試験日 ： 令和５年10月12日

② 一般入学試験
・ 前期試験は学科別定員の30％程度
・ 後期試験は各学科とも若干名。
・ 出願期間 (前期) ：令和５年11月28日～12月12日

(後期) ：令和６年１月22日～２月２日
・ 試験日(前期) ：令和５年12月25日

(後期) ：令和６年２月21日
③ 社会人特別選考

・ 若干名
・ ３年以上の職歴があり、卒業後就農する事を前提に入学を希望する者。
・ 出願期間 ： 令和６年１月22日～２月２日
・ 試験日 ： 令和６年２月21日

⑷ 宿泊施設
全寮制

⑸ 入学料等 (令和５年度) 
① 入学検定料 2,200円
② 入学料 5,650円
③ 授業料 118,800円 /年
④ このほかに諸経費、食費等２年間で約150万円が必要です。

３ 県段階の支援情報 岩 手 県 立 農 業 大 学 校

問 合 先

〒029-4501 金ケ崎町六原蟹子沢14番
岩手県立農業大学校
農業研修センター 担当 ： 太田原、髙橋 (TEL 0197-43-2211 FAX 0197-43-3184)
本科 担当 ： 教務担当 八重樫 (TEL 0197-43-2211 FAX 0197-43-3184)


